
鹿児島県高等学校体育連盟

令和２年度県新人大会等の開催に関する考え方について
（令和２年７月17日時点）

令和２年度県新人大会等の開催可否等の判断については，国・県・関係競技団体等が
示す通知等を基に，以下のとおり判断することとする。

【判断する上での要因】
○ 国や県等の方針などを優先的に考慮したか？
○ 関係競技団体等が示すガイドライン等を踏まえている
か？
○ 選手，指導者，審判等の関係者全員の安全・安心を最
優先した感染拡大のリスクを最大限に排除した運営がで
きるか？
○ ケガ防止の観点から十分な練習期間が確保されている
か？
※ 十分な練習期間は，競技特性にもよるが最低でも４
週間は必要と考えている。中
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当該競技の特性に応じた客観的事実に基づいた適切な決
定を行う。

【県高体連（事務局）】
競技専門部に対して，開催の可否・延期，感染防止対策等について指導・助言を行う。
【競 技 専 門 部】
開催の可否・延期，感染防止対策等について検討・判断する。（決定は県高体連が行う。）

【最終判断】
大会初日の４週間前までに専門部会を開催し，開催の可否・延期の判断を行うとともに，
競技特性等に応じた具体的な感染防止対策等について，決定する。
※ 開催すると最終判断した場合でも，その後の感染状況に合わせて急な中止又は延期を
することもある。

【事前に専門部において検討しておくこと】
○ 開催する場合の感染対策
○ 延期して開催する場合の期日と会場
○ 上位大会がある場合は，中止したときの上位大会出場校等の決定方法 など
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【大会を開催する場合の感染対策】
令和２年度鹿児島県高等学校新人大会体育大会等の開催
における感染拡大予防ガイドライン（令和２年７月17日
策定）にしたがって，感染対策を行う。


